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近畿自動車道紀勢線(以下、「紀勢線」という。)は、大阪府松原
まつばら

市

を起点とし、和歌山県和歌山市及び田辺
た な べ

市等を経由し、三重県多気
た き

郡

多気町
たきちょう

に至る延長 336km の高速自動車国道です。 

紀勢線(田辺～すさみ)に並行する国道 42 号は、紀南地域沿岸部唯一

の幹線道路であるにもかかわらず、線形不良区間や通行規制区間を有

するとともに災害時の代替路が確保されておらず、安全かつ安定的な

交通の確保が求められています。 

また、観光シーズンには、随所で交通渋滞が発生しており、特に夏

の観光シーズンには、田辺
た な べ

市や白浜町
しらはまちょう

において頻繁に交通渋滞が発生

しており、地域住民の生活にも影響を及ぼしています。 

紀勢線(田辺～すさみ)は、これらの課題を解決するとともに、京阪

神と紀南地域を結ぶ高速ネットワークを形成し、生活圏・活動圏の拡

大による地域の活性化、災害時の交通確保を目的に計画された高速自

動車国道です。 

 

■位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 の 目 的 

○広域連携強化 

○災害時の交通確保 

○地域の活性化 

○交通環境の改善 

近畿自動車道紀勢線 

(田辺～すさみ) 
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・起 終 点  自)和歌山県田辺
た な べ

市稲成町
いなりちょう

 

        至)和歌山県西牟婁
に し む ろ

郡すさみ町
ちょう

江住
え す み

 

・計 画 延 長  L=約38km 

・構 造 規 格  第１種第３級 

・設 計 速 度  80km/h 

・車 線 数  ４車線(完成)、２車線(暫定) 

・標 準 幅 員  完成時：W=20.5m 暫定時：10.5m 

・全体事業費  約1,970億円(暫定) 

・計 画 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・標準横断図 ［単位：m］ 

一般部 橋梁部 トンネル部 

完成 

暫定 

計 画 の 概 要 
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近畿自動車道紀勢線(田辺～すさみ)
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１．事業の経緯 

・都市計画決定  平成８年11月(みなべ～白浜) 

平成11年12月(白浜～すさみ) 

・施 行 命 令  平成10年12月(みなべ～白浜)日本道路公団 

・事 業 化  平成15年度(白浜～すさみ) 

・新直轄方式に変更 平成15年度(白浜～すさみ) 

平成17年度(田辺～白浜) 

・用 地 着 手  平成17年度 

・工 事 着 手  平成20年度 

 

２．事業の進捗 

・事 業 進捗 率  約５%(平成 20 年３月末現在) 

・用 地 取得 率  約２%(面積ベース、平成 20 年３月末現在) 

 

 

３．関係機関との調整等 

紀勢線は、平成 10 年にみなべ～白浜間で施行命令が出され、西日本

高速道路株式会社(旧日本道路公団)において整備が進められていまし

たが、平成 15 年度に白浜～すさみ間が、平成 17 年度に田辺～白浜間

が新直轄方式に変更され、現在、南紀田辺 IC～すさみ IC 間は、国土交

通省が事業を行っています。 

本区間においては、平成 17 年度より一部用地買収に着手。平成 18

年度より地元設計協議に着手し、平成 20 年度より全線で本格的な用地

買収を行っているところで、工事についても着手したところです。 

引き続き、関係機関協議、用地買収および工事を推進します。 

 

 

※日本道路公団は、平成 17 年 10 月１日に西日本高速道路株式会社な

どに分割・民営化されました。 

事業の経緯及び進捗 
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南紀田辺IC

和歌山県
田辺市

至　串本

至　大阪

国道４２号

至　御坊

現在の状況(平成19年11月) 

③白浜IC(仮称)付近 

①南紀田辺IC付近 

② 

⑤

③

④日置川IC(仮称)付近 ⑤すさみIC(仮称)付近 

④

②上富田IC(仮称)付近 

① 

和歌山県
西牟婁郡
上富田町

国道４２号
ＪＲ紀勢本線

上富田IC

至 串本

至 田辺

白浜IC

至 田辺
至 串本ＪＲ紀勢本線

国道４２号

富
    田
        川

和歌山県
西牟婁郡
白浜町

(都
)白

浜
空

港
フラワーライン線

日
　　置
　　　　川

日置川IC

至 田辺

至 串本

ＪＲ紀勢本線

国道４２号

和歌山県
西牟婁郡
白浜町

すさみIC

至 田辺

至 串本

ＪＲ紀勢本線

国道４２号

和歌山県
西牟婁郡
すさみ町

江
住
川

（都）上平見古々谷線
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【時間短縮効果】 

①県庁所在地和歌山市へのアクセス性の向上 

現在、紀伊半島最南端の串本町
くしもとちょう

から県庁所在地の和歌山市までのア

クセス時間は約３時間を要しています。紀勢線(田辺～すさみ)の整備

により、串本町から和歌山市までのアクセス時間が約35分短縮され、

紀伊半島の沿線地域の連携が強化されます。 

 

１．広域連携強化 

図 和歌山県庁へのアクセス性向上 

串本町役場

和歌山県庁 

和歌山 IC～ 

みなべ IC 供用 

(H15 年 12 月) 

約１８９分 

和歌山県庁～串本間の所要時間 

和歌山 IC～ 

南紀田辺 IC 供用

(H19 年 11 月) 

約１７６分 

和歌山 IC～ 

すさみ IC 供用 

 

約１４１分 

約 13 分短縮 約 35 分短縮 

事業を取り巻く社会状況及び整備効果 
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②救急医療活動への貢献 

紀勢線(田辺～すさみ)の整備により、第三次救急医療施設(南和歌山

医療センター)への緊急患者の搬送時間が短縮されます。 

また、現道の線形不良区間を回避し、高規格幹線道路を走行するこ

とにより、安定した搬送が可能となり、患者への身体的な負担の軽減

が期待できます。 

線形不良区間 

R<100m 2 箇所 
線形不良区間 

R<100m 19 箇所 
線形不良区間 

R<100m 33 箇所

すさみ町役場

江住支所 

南和歌山医療センター 
※紀南地域で唯一、三次救急医療に対応 

白浜町役場 

日置川事務所

図 南和歌山医療センターへのアクセス性向上 

資料：H17 道路交通センサス

29分

60分

0分 20分 40分 60分 80分

整備後

整備前

約 30 分短縮 

【すさみ～南和歌山医療センターの時間短縮】 
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7.
1m

地震発生から数分後に広
域で巨大な津波が来襲
紀伊半島では
最大で９．５ｍ９．５ｍに達する

近畿自動車道
紀勢線

震度６強以上
震度６弱
震度５強
震度５弱
津波高さ
津波到達時間
国道42号津波浸水区間

田辺：２２分
6.8～

7.7m

7.1～
8.1m

6.4～7.5m

8.6m

9.5
m

新宮：９分

国道42号近畿自動車道
紀勢線

串本：１０分

和歌山：５８分

２．災害時の交通確保 

図 津波による浸水予想箇所 

【東南海・南海地震発生時の代替機能確保と災害復旧支援】 

東南海・南海地震は、今後 30 年以内に 50%～70%の確率で発生し、地

震発生時の津波は、最大波高 9.5m、最速到達時間は９分と予測されて

います。 

国道42号は、東南海・南海地震時には多くの区間で津波により浸水

し、他の代替路もないことから、陸路による緊急物資の輸送が困難に

なることが想定されます。 

紀勢線(田辺～すさみ)の整備により被災地への緊急物資の輸送が可

能となり「命の道」としての役割を果たします。 

4242

4242

資料：中央防災会議「東南海、南海地震等に関する専門調査会」資料より作成 

近畿自動車道紀勢線

■想定される大津波発生時のイメージ 
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【通行規制区間による孤立地域の解消】 

紀勢線(田辺～すさみ)と並行する国道42号には、異常気象時の通行

規制区間(雨量規制、越波多発)があり、過去10年間で2度の通行止とな

ったほか、長時間に渡る片側交通規制が行われている状況です。 

国道42号の代替路となる幹線道路がないため、孤立する集落がある

など、地域住民の生活活動に多大な影響を及ぼしています。 

紀勢線(田辺～すさみ)の整備により代替路が確保され、災害発生時

の孤立集落を解消することが期待されます。 

通行規制時の孤立集落 

(白浜町日置、すさみ町周参見)

規制区間 9.6km 

連続降水量 250mm で通行止 

孤立集落の解消 

図 現道の異常気象時の通行規制の状況 

表 現道の過去 10 年間の通行規制状況 

年度 日付 規制区間 規制内容 規制時間

11 H11.11.15 すさみ町見老津 片側交互通行 法面崩落 161:30

H13.8.21 すさみ町見老津 通行止 大雨(274mm) 台風11号 6:30

H13.9.30 黒島トンネル 片側交互通行 大雨 秋雨前線 0:30

H15.8.9 白浜町椿 片側交互通行 土砂崩落 台風10号 109:15

H15.10.23 白浜町椿 片側交互通行 土砂崩落 239:00

H16.4.7 白浜町見草地区 片側交互通行 土砂崩落 43:20

H16.10.20 すさみ町周参見 通行止 越波 台風23号 1:10

H16.10.20 すさみ町周参見 片側交互通行 越波 台風23号 1:25

16

原因

13

15

写真：国道42号の越波状況 

規制区間 11.5km 

連続降水量 250mm で通行止 
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３．地域の活性化 

：工業団地

上富田企業団地 
進出企業契約社数 

：H2 14 社 
     H4  2 社 
     H6  1 社 

H9 頃 1 社 
          H18 1 社 

H19  1 社 
          H20  2 社 

みなべ IC～南紀田辺 IC(H19.11 供用) 

資料：上富田町資料より 

みなべ IC～南紀田辺
IC(H19.11 供用) 

御坊 IC～みなべ IC
(H15.12 供用) 

【沿線地域の活性化支援】 

和歌山県では、企業誘致が進んでおり、これまでにも高速道路沿線

には、多くの企業団地が立地しています。 

また、平成19年11月に阪和自動車道みなべIC～南紀田辺ICが供用し

ましたが、平成18年に上富田企業団地に久々に企業が進出しそれ以降

毎年進出しています。 

紀勢線(田辺～すさみ)の整備により、さらに企業進出活動が促進さ

れ、沿線地域の活性化に寄与することが期待されます。 

上富田企業団地内で 

平成 20 年２月操業を始める 

新工場(ベアリング部品の鍛造加工等の工場)
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④和歌山県立情報交流センター③扇ヶ浜総合整備事業 

 

 

①社会保険 紀南病院 

⑤イノブタ施設生産整備事業
⑦上富田企業団地

⑧志原地区 急傾斜地崩壊対策事業 

広域避難場所整備 

⑥すさみ町総合運動公園 

②下三栖城山台企業団地

【沿線地域の活性化支援】 

紀勢線(田辺～すさみ)沿線には、工業団地をはじめ、多数の開発計

画が存在しています。また、2015年(平成27年)には44年ぶりに「和歌

山国体」が開催されます。紀勢線(田辺～すさみ)の整備により、これ

らのプロジェクト拠点のアクセス性が向上し、地域の活性化に寄与し

ます。 

図 紀勢線沿線地域のプロジェクト 

＜第 70 回国民体育大会(和歌山国体)＞ 

・平成 17 年 5 月に、356 床 24 診療科の病院として新築移転。
・「地域がん診療連携拠点病院、地域周産期母子医療センタ

ー、へき地医療拠点病院、災害拠点病院」等、多くの指定
を受けている。 

・和歌山県田辺市を中心とした紀南地方の急性期医療を担う
中核病院である。 

＜①社会保険 紀南病院＞ 

・和歌山県が事業主体となり平成１７年度より運用開始。 
・和歌山県の地理的特性(南北格差)や高齢化等に起因する

情報格差の解消を図り、県民がＩＴを幅広く活用しそのメリ
ットを享受できることを目的とした施設。 

＜④和歌山県立情報交流センター＞ 

平成１２年度より分譲中。 
近隣には、食品(梅)加工や運送業など 21 社が進出。 

 

・事業主体   ：田辺市土地開発公社 
・総面積     ：4.7ha 
・立地希望業種：加工組立型産業、一般製造業、その他 

＜②下三栖
し も み す

城山
しろやま

台
だい

企業団地＞ 

・平成 27 年(2015 年)に、和歌山県で開催予定。 
・和歌山県では、昭和 46 年(1971 年)に開催された第 26 回 
黒潮国体以来 44 年ぶりに開催。 

 

【紀勢線沿線地域の代表的なプロジェクト】 
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 資料:H19観光客動態調査報告書(和歌山県) 

【観光活性化支援】 

紀南地域には世界遺産の熊野
く ま の

古道
こ ど う

や白浜
しらはま

温泉など貴重な観光資源が

多数存在しています。 

近年、外国人観光客が増加するとともに、京阪神からの来訪者を中

心に年間約1200万人を超える観光客が来訪しています。 

紀勢線(田辺～すさみ)の整備により、京阪神や関西国際空港から紀

南地域へのアクセス性が向上し、観光振興に寄与します。 

資料:H19観光客動態調査報告書(和歌山県) 

2,013

2,058
2,031 2,037

2,116

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

千人

H15 H16 H17 H18 H19

10,846

11,843

12,111

11,841
12,494

19
16

8

32

13

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500

13,000

H15 H16 H17 H18 H19

千人

0

5

10

15

20

25

30

35

千人

紀南地域観光客数
白浜宿泊外国人客数

【紀南地域観光客数の推移】 【勝浦温泉・湯川温泉への観光客数の推移】

4242

4242

近畿自動車道紀勢線 
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75.4% 74.9% 75.0%

80.0%

65.2%
70.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 （年度）

【地場産業の活性化支援】 

「すさみケンケン鰹
かつお

」は、古くから鮮度の良さと独特の漁法(ケンケ

ン漁)で、漁業関係者や仲買関係者の間で高い評価が得られています。

平成 14 年２月には、すさみ漁協･すさみ町・町観光協会・町商工会に

よる「すさみケンケンかつおブランド化委員会」が組織され、「すさ

みケンケンかつお」ブランドの確立と地域情報の発信を目指して、様々

なＰＲ事業が実施されています。 

紀勢線(田辺～すさみ)の整備により、このような地域特産品の輸送が

効率化され、市場が拡大するとともに、地域特産ブランドの確立に寄

与することが期待されます。 

 
【すさみ漁協の水揚げ高に対するカツオの割合】

資料：すさみケンケンかつおブランド化委員会 

ブランドシールが貼られた 
すさみ産のケンケン鰹 
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(人時間／年・km)

田辺市新庄町田鶴

田辺市新庄町長井谷

上富田町里田

白浜町庄川口

【現道区間の渋滞損失時間】

資料：H19渋滞損失時間確定値
全国平均は、「平成19年度政策チェックアップ結果評価書」
の全国渋滞損失時間31.6億人時間/年を「道路統計年報
2008」の国・都道府県道総延長183,859kmで除して算出。

国道４２号
田辺市新庄町田鶴

国道４２号
田辺市新庄町長井谷

国道４２号
上富田町里田

国道４２号
白浜町庄川口

４．交通環境の改善 

【交通環境の改善】 

平成 19 年 11 月 11 日に紀勢線(みなべ IC～南紀田辺 IC)が供用しました

が、その先の現道区間では、田辺市近郊を中心に渋滞が発生し、渋滞損失

時間や死傷事故率が全国平均値を大きく上回っています。 

紀勢線(田辺～すさみ)の整備により、現道区間の交通混雑・事故を軽減

します。 
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田辺市新庄町田鶴

資料：ITARDA(H15-18)
全国平均は、「H18達成度報告書/H19業績計画書」の
幹線道路死傷事故率(H18暫定値)を使用
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田辺市新庄町田鶴

資料：ITARDA(H15-18)
全国平均は、「H18達成度報告書/H19業績計画書」の
幹線道路死傷事故率(H18暫定値)を使用
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資料：H17センサス

一般道路は、和歌山県直轄国道の平均
高速道路は、和歌山県内の高速道路の平均
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資料：H17センサス

一般道路は、和歌山県直轄国道の平均
高速道路は、和歌山県内の高速道路の平均

【一般道路と高速道路における 

事故率の差】 
【現道区間の死傷事故率】

4242

近畿自動車道紀勢線 
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白浜温泉
海水浴場

アドベンチャー
ワールド

田鶴交差点

近畿自動車道紀勢線

国道４２号

紀勢線開通後の
交通流動

現在の交通流動

白浜IC
（仮称）

南紀
田辺IC

【交通混雑の緩和】 

田辺
た な べ

市新 庄 町
しんじょうちょう

の田
た

鶴
づ

交差点は、夏季の海水浴シーズンの休日には、

著しい交通渋滞が発生しています。また、平日の朝夕ピーク時におい

ても頻繁に交通渋滞が発生している状況です。 

紀勢線(田辺～すさみ)の整備により、現道区間の交通が分散され、交

通混雑が緩和されます。 

 

②田鶴交差点(観光集中期の渋滞状況) 

写真② 南紀白浜空港線和歌山行き方面 

①田鶴交差点(平日ﾋﾟｰｸ時の渋滞状況) 

写真① 国道42号白浜行き方面 

②

① 

資料:H20年8月交通量調査 資料:H20年8月交通量調査 
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【田鶴交差点夏季休日の時間帯別渋滞長】

白浜行き長時間に渡り渋滞

資料:H20年8月交通量調査

和歌山行きは夕方ピーク
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【田鶴交差点夏季休日の時間帯別渋滞長】

白浜行き長時間に渡り渋滞

資料:H20年8月交通量調査

和歌山行きは夕方ピーク
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５．地域における計画 

紀勢線(田辺～すさみ)は、下記の計画等に位置付けられています。 

◆和歌山県長期総合計画           (平成20年４月) 

「経済活動の基本的な機会の平等、さらには東南海・南海地震への

備えなど自立した地域づくりに不可欠となる高速道路ネットワー

クを早期に形成」 

 

◆第１次田辺市長期総合計画         (平成19年３月) 

「計画的な整備を進め、都市計画道路等の整備を推進し、市民の利

便性・安全性の向上を図る」 

 

◆第３次上富田町総合計画          (平成13年３月) 

「近年のモータリゼーションによる高速道路等、多様な交通需要に

対応する為、早期完成を促進」 

 

◆第１次白浜町長期総合計画         (平成20年３月) 

「近畿自動車道紀勢線は、車社会における幹線道路へのアクセスの

向上や白浜町の各地域を結ぶ交通の利便性向上の為、南紀田辺IC以

南の早期完成等、道路網の整備促進に努める」 

 

◆すさみ町第３次長期総合計画        (平成17年９月) 

「地域の発展や地域の住民の生活向上には不可欠な『命の道』であ

る」 
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名   称 会  長 主な構成メンバー 対象道路 

高速道路田辺・西牟

婁整備促進協議会 
田辺市長 

白浜町長、上富田町長、

すさみ町長、各市町議会

議長 

近畿自動車道紀勢線

(田辺～すさみ)他 

近畿自動車道紀勢

線建設促進協議会 

三重県知事 

(和歌山県知事

と隔年交代) 

副会長 和歌山県知事、 

監事 新宮市長・熊野市長

会員(和歌山県内) 海南

市、有田市、御坊市、田辺

市、湯浅町、広川町、有田

川町、美浜町、日高町、由

良町、日高川町、みなべ

町、印南町、白浜町、上富

田町、すさみ町、串本町、

那智勝浦町、太地町、古

座川町、北山村 以上市町

村長 

近畿自動車道紀勢線

(最近の動向) 

･平成21年１月 「高速道路田辺・西牟婁整備促進協議会」が広報

啓発活動用のパンフレットを各戸配布 

･平成21年２月 「近畿自動車道紀勢線建設促進協議会」が関係各

機関に整備促進の要望書を提出 

６．要望経緯 

･平成 8年 4月 「高速道路田辺・西牟婁整備促進協議会」設立 

･平成10年11月 「近畿自動車道紀勢線建設促進協議会」設立 
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路 線 名 近畿自動車道紀勢線 

事 業 名 近畿自動車道紀勢線(田辺～すさみ) 

延 長 38km 

 

□便益 

 走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合 計 

基 準 年 平成20年度 

基準年における

現在価値 
1,898億円 357億円 123億円 2,378億円 

          
    ・・・(B) 

□費用 

 
事業費 維持管理費 合 計 

基 準 年 平成20年度 

単 純 合 計 1,872億円  778億円 2,650億円 

基準年における

現在価値 
1,584億円  235億円 1,819億円 

          
       ・・・(C) 

□算定結果 

費用便益比(B/C) 

     

便益の現在価値の合計(B) 2,378億円  
B/C ＝ 

費用の現在価値の合計(C) 
＝

1,819億円  

 ＝ 1.3  

     

 

費用便益分析の結果(事業全体) 
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路 線 名 近畿自動車道紀勢線 

事 業 名 近畿自動車道紀勢線(田辺～すさみ) 

延 長 38km 

 

□便益 

 走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合 計 

基 準 年 平成20年度 

基準年における

現在価値 
1,898億円 357億円 123億円 2,378億円 

          
    ・・・(B) 

□費用 

 
事業費 維持管理費 合 計 

基 準 年 平成20年度 

単 純 合 計 1,723億円 778億円 2,501億円 

基準年における

現在価値 
1,431億円 235億円 1,666億円 

          
       ・・・(C) 

□算定結果 

費用便益比(B/C) 

     

便益の現在価値の合計(B) 2,378億円  
B/C ＝ 

費用の現在価値の合計(C) 
＝

1,666億円  

 ＝ 1.4  

     

費用便益分析の結果(残事業) 
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コスト縮減や代替案立案等の可能性 

紀勢線(田辺～すさみ)の計画は、地形、周辺の土地利用状況、主要

幹線道路等との接続、経済性などを勘案し選定された最も合理的な計

画であり、周辺の環境や景観との保全を図りながら、引き続き事業を

推進していきます。 

施工にあたっては、新技術･新工法の積極的な活用などによりコスト

縮減に努めていきます。 
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(1)事業の必要性等に関する視点からの見解 

紀勢線(田辺～すさみ)は、京阪神と紀南地域を結ぶ高速ネットワ

ークを形成し、地域の活性化を図る路線として早期整備が求められ

ています。 

紀伊半島沿岸部での広域的な幹線道路は、２車線の国道 42 号のみ

であり、観光シーズンには随所で交通渋滞が発生しています。また、

線形不良区間が多数あり、自然災害による通行規制がしばしば発生

しています。 

東南海・南海地震など災害が予想される中、緊急物資や救急医療

のための交通確保など「命の道」としての役割を果たす紀勢線(田辺

～すさみ)の早期整備が沿線地域から求められています。 

事業全体の費用対効果はB/C=1.3、残事業の費用対効果はB/C=1.4

となっています。 

以上のことから紀勢線(田辺～すさみ)は、実施の必要性が高い事

業です。  

(2)事業の進捗の見込みの視点からの見解 

平成 18 年度より調査設計および地元協議を推進し、平成 20 年度

には用地買収を全線で本格化させるとともに、工事用進入路工事に

着手したところです。 

引き続き事業を推進し、平成20年代後半の暫定2車線供用を目指し、

少しでも早期に事業効果が発揮できるよう事業を推進します。 

(3)コスト縮減や代替案立案等の可能性による視点からの見解 

紀勢線(田辺～すさみ)の計画は、地形、周辺の土地利用状況、幹

線道路等との接続、経済性などを勘案し選定された最も合理的な計

画であり、周辺の環境や景観との保全を図りながら、引き続き事業

を推進していきます。 

施工にあたっては新技術･新工法の積極的な活用などによりコス

ト縮減に努めていきます。 

対 応 方 針 
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◇対応方針(原案) 

 

【事業継続】 

紀勢線(田辺～すさみ)は、京阪神と紀南を結ぶ高速ネットワークを

形成し、国道 42 号の交通渋滞の緩和、生活圏・活動圏の拡大による地

域の活性化、災害時の交通確保を図るために必要な事業です。 

引き続き平成20年代後半の暫定２車線供用を目指し、少しでも早期

に事業効果が発揮できるよう事業を推進します。 
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線 
 

(田辺
た な べ
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 1

事業再評価に係る資料 

事 業 名 近畿自動車道紀勢
き せ い

線(田辺
た な べ

～すさみ) 事業種別 
高速自動車国道

(新直轄) 

起 終 点
自)和歌山

わ か や ま

県田辺
たなべ

市稲成町
いなりちょう

 

至)和歌山
わ か や ま

県西牟婁
に し む ろ

郡すさみ 町
ちょう

江
え

住
すみ

 
延 長 L=38km 

事 業 化 平成 10、15 年度 都市計画決定 平成 8、11 年度 

用 地 着 手 平成 17 年度 工 事 着 手 平成 20 年度 

事 

業 

の 

概 

要 

全体事業費 約 1,970 億円(暫定) 計画交通量 6,000～10,600 台/日 

事 

業 

の 

目 

的 

近畿自動車道紀勢線(以下､「紀勢線」という｡)は、大阪府松原市を起点とし、和歌

山県和歌山市及び田辺市等を経由し、三重県多気郡多気町に至る延長 336km の高速自動

車国道です。 

紀勢線(田辺～すさみ)に並行する国道 42 号は、紀南地域沿岸部唯一の幹線道路である

にもかかわらず、線形不良区間や通行規制区間を有するとともに災害時の代替路が確保さ

れておらず、安全かつ安定的な交通の確保が求められています。 

また、観光シーズンには、随所で交通渋滞が発生しており、特に夏の観光シーズンには、

田辺市や白浜町において頻繁に交通渋滞が発生しており、地域住民の生活にも影響を及ぼ

しています。 

紀勢線(田辺～すさみ)は、これらの課題を解決するとともに、京阪神と紀南地域を結ぶ

高速ネットワークを形成し、生活圏・活動圏の拡大による地域の活性化、災害時の交通確

保を目的に計画された高速自動車国道です。 

位 

 

 

置 

 

 

図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿自動車道紀勢線 

(田辺～すさみ) 



 

 2

事 業 名 近畿自動車道紀勢
き せ い

線(田辺
た な べ

～すさみ) 事業種別 
高速自動車国道

(新直轄) 

執行済み額 事 業 費：約 97 億円(進捗率 5%) 

事業の進捗状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事業の進捗状況 

・事業進捗率 ：約 5% (平成20年３月末現在) 

・用地取得率 ：約 2% (面積ベース、平成20年３月末現在) 

 

○関係機関との調整等 

【調査・設計・施工】 

･用地については、平成17年度より一部着手。平成20年度より本格着手。 

･施工については、平成20年度より工事着手。 

 

供用目標等今後の事業の見通し
 

事 

 

業 

 

の 

 

進 

 

捗 

 

状 

 

況 

引き続き平成20年代後半の暫定2車線供用を目指し、少しでも早期に事業効果が発揮

できるよう事業を推進します。 

 

 

近畿自動車道紀勢線(田辺～すさみ)

近畿自動車道紀勢線(田辺～すさみ)
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事 業 名 近畿自動車道紀勢
き せ い

線(田辺
た な べ

～すさみ) 事業種別 
高速自動車国道

(新直轄) 

事 

 

業 

 

を 

 

め 

 

ぐ 

 

る 

 

社 

 

会 

 

情 

 

勢 

 

等 

 

客観的評価指標  

 

●現道等の年間渋滞損失時間(人･時間)及び削減率 

□現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の

旅行速度の改善が期待される。 

□現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が10,000台時

/日以上の踏切道の除却もしくは、交通改善が期待される。 

■現道等に当該路線の整備により、利便性の向上が期待でき

るバス路線が存在する。 

□新幹線駅もしくは、特急停車駅へのアクセス向上が見込ま

れる。 

円滑な 

ﾓﾋﾞﾘﾃｨ 

の確保 

■第一種、第二種、第三種空港もしくは共用飛行場へのアク

セス向上が見込まれる。 

□重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込ま

れる。 

■農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の

利便性向上が見込まれる。 

物流効率化の

支援 

□現道等における、総重量25tの車両もしくはISO規格背高海

上コンテナ輸送車が通行できない区間を解消する。 

□都市再生プロジェクトを支援する事業である。 

□広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成す

る。 

□市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり。

□中心市街地内で行う事業である。 

□幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下である市街地内

での事業である。 

□DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道

路網密度が向上する。 

都市の 

再生 

□対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300戸以上又

は16ha以上、大都市においては、100戸以上又は5ha以上)への

連絡道路となる。 

□高速自動車道と並行する自専道(A'路線)としての位置づけ

あり。 

□地域高規格道路の位置づけあり。 

■当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡する

ルートを構成する。 

■当該路線が隣接した日常活動圏の中心都市間を最短時間で

連絡する路線を構成する。 

□現道等における交通不能区間を解消する。 

□現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する。 

国土･地域 

ﾈｯﾄﾜｰｸの構築 

■日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる。 

□鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解

消する。 

■拠点開発プロジェクト、地域連帯プロジェクト、大規模イ

ベントを支援する。 

■主要な観光地へのアクセス向上が期待される。 

1. 

活力 

個性ある地域

の形成 

□新規整備の公共公益施設へ直結する道路である。 
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事 業 名 近畿自動車道紀勢
き せ い

線(田辺
た な べ

～すさみ) 事業種別 
高速自動車国道

(新直轄) 

事 

 

業 

 

を 

 

め 

 

ぐ 

 

る 

 

社 

 

会 

 

情 

 

勢 

 

等 

 

 

 

□自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が1,000台/12h

以上、歩行者交通量が500人/日以上の全てに該当する区間に

おいて、自転車利用空間を整備することにより、当該区間の

歩行者・自転車の通行の快適・安全性の向上が期待できる。

歩行者・自転

車のための生

活空間の形成 

□交通バリアフリー法における道路特定事業に位置付けがあ

る。交通バリアフリー法に基づく重点整備地区における特定

経路を形成する区間が新たにバリアフリー化される。 

□対象区間が電柱類地中化５ヶ年計画に位置づけあり。 無電柱化によ

る美しい町並

みの形成 
□市街地又は歴史景観地区(歴史的風土特別保存区域及び重

要伝統的建造物保存地区)の幹線道路において新たに無電柱

化を達成する。 

２． 

暮らし 

安全で安心 

できるくらし

の確保 

■三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる。 

□現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存

する場合において、交通量の減少、歩道の設置又は線形不良

区間の解消等により、該当区間の安全性の向上が期待できる。

安全な生活環

境の確保 

□当該区間の自動車交通量が1,000台/12h以上(当該区間が通

学路である場合は500台/12h以上)かつ歩行者交通量100人/日

以上(当該区間が通学路である場合は学童、園児が40人/日以

上)の場合、又は歩行者交通量500人/日以上の場合において、

歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設置される。 

■近隣市へのルートが1つしかなく、災害による1～2箇所の道

路寸断で孤立化する集落を解消する。 

■対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネット

ワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置づけがある

、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線(以

下「緊急輸送道路」という)として位置づけあり。 

■緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いら

れる区間の代替路線を形成する。 

□並行する高速ネットワークの代替路線として機能する 

□現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の

必要のある老朽橋梁における通行規制等が解消される。 

３． 

安全 

災害への備え 

■現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交

通障害区間を解消する 。 

地球環境の保

全 

●対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量。

●現道等における自動車からのNO2排出削減率。 

●現道等における自動車からのSPM排出削減率。 

□現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間に

ついて、新たに要請限度を下回ることが期待される区間があ

る。 

４． 

環境 

生活環境の改

善・保全 

□その他、環境や景観上の効果が期待される。 

□関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり。 

□他機関との連携プログラムに位置づけられている。 

５． 

その他 

他のプロジェ

クトとの関係 

□その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属

さない効果が見込まれる。  
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事 業 名 近畿自動車道紀勢
き せ い

線(田辺
た な べ

～すさみ) 事業種別 
高速自動車国道

(新直轄) 

再評価実施時点における評価指標該当項目(定量的評価指標) 
 

 

１．活力～円滑なモビリティの確保～ 

○並行区間等の年間渋滞損失時間(人・時間)及び削減率 

・国道42号等の渋滞損失時間は281万人・時間/年である。 

・当該事業により、約8割削減される。 

 

４．環境～地球環境の保全～ 

○対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量 

・排出削減量：約25,444t-co2／年 

 

４．環境～生活環境の改善・保全～ 

○現道等における自動車からのNO2排出削減率 

・現道（並行区間等）についてNO2排出削減量：141t/年 

・現道（並行区間等）についてNO2排出削減率：7割削減 

・バイパス等についてNO2排出増加量：111t/年 

○現道等における自動車からのSPM排出削減率 

・現道（並行区間等）についてSPM排出削減量：14t/年 

・現道（並行区間等）についてSPM排出削減率：7割削減 

・バイパス等についてSPM排出増加量：10t/年 

 

事業採択時より再評価実施までの周辺環境変化等  

事 

 

業 

 

を 

 

め 

 

ぐ 

 

る 

 

社 

 

会 

 

情 

 

勢 

 

等 

 

・沿線自治体より、早期完成を強く要望されている。 

・平成 15 年７月に、「東南海・南海地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置

法」が施行された。 

・平成 16 年７月に、「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産に登録された。 

・平成 18 年 4 月に、南和歌山医療センターが三次医療施設となった。 

・平成 19 年 11 月に、紀勢線(みなべ IC～南紀田辺 IC)が開通したものの、紀伊半島最

南端の串本町から、県庁所在地の和歌山県までのアクセスは約３時間を要する。 
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事 業 名 近畿自動車道紀勢
き せ い

線(田辺
た な べ

～すさみ) 事業種別 
高速自動車国道

(新直轄) 

事
業
採
択
時
の
費
用
対
効
果 

分
析
の
要
因
の
変
化 

 

【事業全体】 

○現在の費用便益比：B/C=1.3 

(基準年次：平成20年、検討年次50年間で算出) 

 

【残事業】 

○現在の費用便益比：B/C=1.4 

(基準年次：平成 20 年、検討年次 50 年間で算出) 

コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案 

立
案
等
の
可
能
性 

 

紀勢線(田辺～すさみ)の計画は、地形、周辺の土地利用状況、主要幹線道路等と

の接続、経済性などを勘案し選定された最も合理的な計画であり、周辺の環境や景

観との保全を図りながら、引き続き事業を推進していきます。 

施工にあたっては、新技術･新工法の積極的な活用などによりコスト縮減に努

めていきます。 

地

方

公

共

団

体

等

の

意

見 

 

○高速道路田辺・西牟婁整備促進協議会 

・平成21年１月  広報啓発活動用のパンフレットを配布 

 

○近畿自動車道紀勢線建設促進協議会 

・平成21年２月  関係各機関に対し、整備促進の要望書を提出  

 

対 

 

応 

 

方 

 

針 

対応方針(原案) 

【事業継続】 

紀勢線(田辺～すさみ)は、京阪神と紀南を結ぶ高速ネットワークを形成し、国道 42

号の交通渋滞の緩和、生活圏・活動圏の拡大による地域の活性化、災害時の交通確保を

図るために必要な事業です。 

引き続き平成 20 年代後半の暫定２車線供用を目指し、少しでも早期に事業効果が発

揮できるよう事業を推進します。 

 


